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昨
年
二
月
の
理
事
会
に
て
会
長

に
選
任
さ
れ
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

職
責
の
重
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も

に
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
静

岡
県
柔
道
協
会
の
発
展
に
尽
力
す

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
か
っ
た
日

本
の
柔
道
界
で
す
が
、
宗
岡
正
二

全
柔
連
会
長
を
中
心
に
改
革
に
取

り
組
み
、
徐
々
に
そ
の
効
果
が
現

れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
今
年
度
か

ら
発
足
し
た
「
柔
道　

M
IN

D

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
特
別
委
員
会
は
、

嘉
納
治
五
郎
先
生
の
教
え
の
精
神
、

柔
道
の
心
に
立
ち
返
ろ
う
と
い
う

取
り
組
み
で
あ
り
、M

IN
D

は

四
つ
の
頭
文
字
を
つ
な
げ
た
も
の

で
す
。　

M
はM

anner 

（
礼
儀
）、
I
は

Independence

（
自
立
）、
N

はN
obility

（
高
潔
）、
D
は

D
ignity

（
品
格
）
を
意
味
し
ま
す
。

こ
れ
ら
を
守
っ
て
こ
そ
真
の
柔
道

家
に
相
応
し
い
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
が
進
み
、
競
技
人
口
の

減
少
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
ま
ず
は
、
柔
道
に
携
わ

る
者
全
て
が
、
こ
の
柔
道M

IN
D

を
持
ち
続
け
て
い
け
ば
、
お
の
ず

と
柔
道
の
素
晴
ら
し
さ
が
社
会
全

体
に
理
解
さ
れ
、
ひ
い
て
は
柔
道

人
口
の
増
加
に
も
寄
与
す
る
も
の

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

静
岡
県
柔
道
協
会
と
し
て
も
、

こ
の
「
柔
道 M

IN
D

 
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

静
岡
県
の
柔
道
界
に
目
を
向
け

る
と
、
昨
年
六
月
に
全
日
本
実
業

団
柔
道
団
体
対
抗
戦
が
四
十
五
年

振
り
に
静
岡
県
で
開
催
さ
れ
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
は
じ
め
全
国

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
が
一
同
に

会
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

関
係
各
位
の
御
協
力
の
も
と
一
年

余
り
の
準
備
の
甲
斐
も
あ
り
、
無

事
大
会
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

強
化
の
面
で
は
、
藤
枝
順
心
高

校
の
鈴
木
選
手
が
全
日
本
カ
デ
大

会
で
二
連
覇
、
谷
川
選
手
が
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
で
優
勝
し
た
の
を
は
じ

め
、
そ
の
他
に
も
小
学
生
か
ら
シ

ニ
ア
ま
で
多
く
の
選
手
が
全
国
大

会
で
活
躍
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

れ
も
強
化
の
取
り
組
み
が
徐
々
に

実
を
結
ん
で
き
て
い
る
も
の
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
柔
連
審
判
委
員
会
の

西
田
孝
宏
委
員
長
を
講
師
と
し
て

お
招
き
し
、
審
判
講
習
会
を
開
催

す
る
な
ど
、
選
手
だ
け
で
な
く
、

指
導
者
や
審
判
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

に
つ
い
て
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
基
盤

と
な
る
協
会
組
織
に
つ
き
ま
し
て

も
、
今
年
度
よ
り
以
下
の
と
お
り

再
編
し
、
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、

各
種
事
業
の
推
進
に
取
組
ん
で
い

ま
す
。

◆
総
務
委
員
会
（
財
務
部
会　

柔

道M
IN

D

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部

会　

登
録
部
会
）

◆
審
判
・「
形
」
委
員
会
（
審
判

技
術
向
上
部
会　

形
技
術
向

上
部
会
）

◆
広
報
・
普
及
委
員
会
（
広
報
・

記
録
部
会　

普
及
部
会
）

◆
強
化
部

　

全
柔
連
同
様
、
静
岡
県
柔
道
協

会
も
「
改
革
」
が
必
要
で
す
。
し

か
し
、
ま
だ
試
行
錯
誤
の
連
続
で
、

皆
様
の
協
力
な
し
で
は
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。
静
岡
県
の
柔
道
が
全
国

の
モ
デ
ル
に
な
る
よ
う
、
執
行
役

員
一
丸
と
な
り
、
普
及
・
強
化
、

組
織
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
所
存

で
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
当

協
会
へ
の
御
協
力
、
御
支
援
と
更

な
る
御
指
導
、
御
鞭
撻
を
賜
わ
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

【
巻
頭
言
】

会
長
就
任
に
あ
た
り

静
岡
県
柔
道
協
会
会
長　

七
段
　
野
　
田
　
昭
　
一
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第
六
十
九
回
国
民
体
育
大
会
柔

道
競
技
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月

十
九
日
か
ら
二
十
一
日
の
間
、
長
崎

県
諫
早
市
小
野
体
育
館
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

八
月
に
開
催
さ
れ
た
東
海
ブ

ロ
ッ
ク
予
選
で
は
、
成
年
女
子
及
び

少
年
男
女
が
そ
れ
ぞ
れ
健
闘
し
ま
し

た
が
惜
し
く
も
一
件
の
出
場
枠
も
獲

得
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
成
年
男
子

の
み
の
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
成
年
男
子
は
、
実
績
の
あ

る
県
警
三
選
手
に
選
手
選
考
会
で
県

警
の
増
田
・
齋
藤
選
手
に
勝
ち
、
勢

い
の
あ
る
平
井
選
手
、
国
体
初
出
場

な
が
ら
全
国
大
会
出
場
経
験
の
あ
る

鈴
木
選
手
、
以
上
五
人
の
チ
ー
ム
構

成
と
な
り
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切

に
五
位
以
上
の
入
賞
を
目
標
に
掲
げ
、

大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

成
年
男
子
一
回
戦

一
回
戦
は
、
チ
ェ
リ
ャ
ビ
ン
ス

ク
世
界
柔
道
選
手
権
大
会
１
０
０
㎏

超
級
銀
メ
ダ
ル
の
七
戸
龍
選
手
を
擁

す
る
沖
縄
県
と
の
対
戦
と
な
り
ま
し

た
。先

鋒
の
鈴
木
は
十
分
な
組
み
手

に
な
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の

の
、
機
を
伺
い
狙
い
す
ま
し
た
内
股

で
有
効
を
奪
い
チ
ー
ム
に
勢
い
を
呼

び
込
ん
だ
。

次
鋒
の
眞
野
の
対
戦
相
手
は
、
警

察
体
重
別
大
会
準
優
勝
の
実
力
者

だ
っ
た
。
両
者
牽
制
し
あ
っ
て
膠
着

状
態
と
な
り
攻
め
て
を
欠
き
、
ポ
イ

ン
ト
を
奪
え
ず
時
間
切
れ
引
き
分
け

と
な
っ
た
。

中
堅
の
小
椋
は
、
相
手
の
力
が

強
く
自
分
の
組
み
手
に
さ
せ
て
も
ら

え
ず
、
い
ま
ひ
と
つ
攻
め
き
れ
ず
引

き
分
け
と
な
っ
た
。

副
将
の
平
井
は
、
相
手
の
圧
力

が
強
く
得
意
の
組
み
手
に
さ
せ
て
も

ら
え
ず
、
後
半
消
極
的
に
な
っ
た
と

こ
ろ
払
腰
を
受
け
て
し
ま
い
一
本
負

け
だ
っ
た
。

大
将
の
滝
川
は
、
世
界
選
手
権

大
会
銀
メ
ダ
ル
の
七
戸
選
手
に
臆
す

る
こ
と
な
く
左
小
外
刈
で
グ
ラ
つ
か

せ
る
場
面
も
あ
っ
た
が
、
相
手
の
技

の
仕
掛
け
が
早
く
消
極
的
に
な
っ
た

と
こ
ろ
を
反
則
を
取
ら
れ
、
指
導
２

差
で
敗
れ
た
。

先
鋒
戦
で
勝
利
し
た
も
の
の
次

鋒
以
降
の
選
手
で
チ
ー
ム
に
流
れ
を

持
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ず
に
敗
退

し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
が
実
感
で

す
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
勝
利

す
る
に
は
試
合
時
間
の
最
初
か
ら
最

後
ま
で
技
を
掛
け
続
け
る
ス
タ
ミ
ナ

を
養
い
、
正
し
い
組
み
手
か
ら
の
攻

撃
柔
道
に
徹
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
更
に
精
進
を

重
ね
、
最
強
・
最
高
の
チ
ー
ム
作
り

に
励
み
た
い
と
存
じ
ま
す
。

関
係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
平
成
二
十
七
年
和
歌
山

国
体
で
の
活
躍
を
誓
い
、
大
会
結
果

の
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
文
責　

静
岡
県
警
察　

渡
辺
達
也
）

第
35
回
国
体

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

平
成
26
年
8
月
24
日
　
岐
阜
県

成
年
女
子　

静
岡
県
0

－

2
愛
知
県

　
　
　
　
　

静
岡
県
2

－

1
三
重
県

　
　
　
　
　

静
岡
県
3

－

0
岐
阜
県

2
勝
1
敗　

2
位　

愛
知
県
が
本
大
会
出
場

少
年
男
子　

静
岡
県
1

－

4
愛
知
県

　
　
　
　
　

静
岡
県
3

－

2
三
重
県

　
　
　
　
　

静
岡
県
2

－

2
岐
阜
県

（
内
容
負
け
）

1
勝
2
敗　

2
位　

愛
知
県
が
本
大
会
出
場

少
年
女
子　

静
岡
県
0

－

3
愛
知
県

　
　
　
　
　

静
岡
県
2

－

1
三
重
県

　
　
　
　
　

静
岡
県
1

－

1
岐
阜
県

（
内
容
負
け
）

1
勝
2
敗　

3
位　

愛
知
県
が
本
大
会
出
場

少
年
男
子
選
手

先　

芹
沢
翔
哉
（
静
岡
学
園
高
校
）

次　

横
山
稜
悟
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

中　

植
田
蒼
太
朗
（
浜
松
商
業
高
校
）

副　

大
橋
昴
文
（
日
本
大
学
三
島
高
校
）

大　

川
井
康
平
（
静
岡
学
園
高
校
）

少
年
女
子
選
手

先　

福
本
菜
摘
（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
）

中　

安
竹
真
利
奈
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

大　

楠 

麻
衣
（
加
藤
学
園
高
校
）

成
年
女
子

先　

神
山
結
理
（
立
命
館
大
学
）

中　

神
林
希
衣
（
高
岡
法
科
大
学
）

大　

村
瀬
由
樹
（
国
際
武
道
大
学
）

平
成
26
年
5
月
4
日
午
前
9
時
30
分
開
始

静
岡
県
武
道
館

　

今
年
も
静
岡
県
柔
道
祭
が
県
武

道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
新
し
く
静

岡
県
柔
道
協
会
会
長
に
就
任
し
た

野
田
昭
一
会
長
か
ら
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
今
年
は
静
岡
学
園
高
校
の

佐
野
安
大
君
に
よ
り
選
手
宣
誓
が

行
わ
れ
た
。
佐
野
君
は
第
36
回
全

国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会
男

子
81
㎏
級
で
3
位
に
入
賞
し
、
今

年
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
選
手
で
あ

る
。
佐
野
君
の
選
手
宣
誓
に
続
き
、

恒
例
の
柔
道
協
会
表
彰
が
行
わ
れ
、

次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
た
。

特
別
功
労
賞

　
　
　
　

高
田
勝
之　

八
段

　
　
　
　

川
中
邦
夫　

八
段

　
　
　
　

吉
川
博
智　

七
段

　
　
　
　

神
山　

厳　

七
段

　
　
　
　

木
内
孝
教　

七
段

　
　
　
　

佐
藤
重
雄　

六
段

　
　
　
　

佐
藤
有
宏　

六
段

永
年
功
労
賞

　
　
　
　

橋
本
五
十
夫　

八
段

　
　
　
　

佐
野
武
雄　

七
段

　
　
　
　

福
村　

直　

七
段

　
　
　
　

北
川
輝
彦　

七
段

　
　
　
　

山
口
義
四
男　

六
段

　
　
　
　

下
山
隆
伸　

四
段

　
　
　
　

黒
柳
忠
義　

四
段

功
労
賞

　
　
　
　

工
藤
信
二　

六
段

　
　
　
　

増
田
博
通　

五
段

　
　
　
　

神
谷
元
久　

五
段

総 監 督 石 川 裕 章 石川接骨院
総 務 磯 部 拡 美 清水桜が丘高校教諭
ト レ ー ナ ー 赤 池　 理 アカイケ鍼灸接骨院
監 督 渡 辺 達 也 静岡県警察
先   鋒（60㎏級以下） 鈴 木 優 希 流通経済大学
次   鋒（73㎏級以下） 眞 野 洋 光 静岡県警察
中   堅（90㎏級以下） 小 椋 俊 彦 静岡県警察
副   将（90㎏超級） 平 井 諒 輔 東海大学翔洋高校教諭
大   将（無差別） 滝 川 英 克 静岡県警察

第56回

静
岡
県
柔
道
祭
開
催

第
69
回

国
民
体
育
大
会
柔
道
競
技 

報
告
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渡
邉
智
巳　

四
段

　
　
　
　

山
口
麻
和　

三
段

　
　
　
　

沼
野
由
香
利　

女
子
四
段

　
　
　
　

後
藤
奈
美　

女
子
三
段

優
秀
指
導
者
賞

　
　
　
　

沼
野
由
香
利　

女
子
四
段

（
藤
枝
順
心
高
校
柔
道
部
顧
問
）

鈴
木
茉
莉
選
手
を
育
成

優
秀
選
手
賞　

佐
野
安
大　

初
段
（
静
岡
学
園
高
校
）

第
36
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手

権
大
会
男
子
81
級　
　
　

第
3
位

鈴
木
茉
莉　

女
子
初
段
（
藤
枝
順
心
高
校
）

平
成
26
年
度
全
日
本
カ
デ
柔
道
体
重

別
選
手
権
大
会
女
子
44
㎏
級　
優
勝

安
竹
真
利
奈　

女
子
初
段
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

平
成
26
年
度
全
日
本
カ
デ
柔
道
体
重

別
選
手
権
大
会
女
子
63
級　
　

第
3
位

　

表
彰
に
続
き
試
合
が
開
始
さ
れ
た
。

毎
年
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
小
学
生

か
ら
一
般
ま
で
県
内
の
柔
道
選
手
が

一
同
に
集
ま
る
唯
一
の
大
会
で
、
観

客
席
か
ら
大
き
な
声
で
の
声
援
が
送

ら
れ
県
武
道
館
は
大
い
に
盛
り
上

が
っ
て
い
た
。

第
56
回
静
岡
県
柔
道
祭
成
績　

小
学
生
の
部

　

優
勝　

育
誠
館
道
場

　

2
位　

大
仁
柔
道
会

　

3
位　

清
水
町
柔
道
会

　
　
　
　

富
士
宮
柔
道
会

中
学
男
子
の
部

　

優
勝　

東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部

　

2
位　

育
誠
館
道
場

　

3
位　

高
台
中
学
校

　
　
　
　

磐
田
南
部
中
学
校

中
学
女
子
の
部

　

優
勝　

東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部

　

2
位　

市
立
沼
津
高
校
中
等
部　

　

3
位　

神
士
館

　
　
　
　

浜
北
北
部
中
学
校

高
校
男
子
の
部

　

優
勝　

東
海
大
学
翔
洋
高
校

　

2
位　

浜
松
商
業
高
校

　

3
位　

静
岡
学
園
高
校

　
　
　
　

加
藤
学
園
高
校

高
校
女
子
の
部

　

優
勝　

東
海
大
学
翔
洋
高
校

　

2
位　

沼
津
市
立
沼
津
高
校

　

3
位　

加
藤
学
園
高
校

　
　
　
　

藤
枝
順
心
高
校

一
般
の
部

　

優
勝　

静
岡
県
警
察

　

2
位　

静
岡
産
業
大
学
A

　

3
位　

富
士
市
柔
道
会

　
　
　
　

高
柳
喜
一
商
店

優
秀
選
手

小
学
生
の
部

　

服
部
航
太
（
育
誠
館
道
場
）

　

佐
々
木
勇
太
朗
（
大
仁
柔
道
会
）

中
学
男
子
の
部

　

米
山
竜
生
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
）

　

長
屋　

友
（
育
誠
館
道
場
）

中
学
女
子
の
部

　

澤
崎
莉
子
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
）

　

菊
地
さ
く
ら
（
市
立
沼
津
高
校
中
等
部
）

高
校
男
子
の
部

　

塚
本
瑠
羽
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

　

植
田
蒼
太
郎
（
浜
松
商
業
高
校
）

高
校
女
子
の
部

　

遠
田
真
子
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

　

福
本
菜
摘
（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
）

一
般
の
部

　

滝
川
英
克
（
静
岡
県
警
察
）

　

森
田
悠
斗
（
静
岡
産
業
大
学
A
）

今
年
の
優
秀
選
手

　

例
年
秋
に
表
彰
し
て
い
た
が
今
年

は
大
会
毎
に
表
彰
し
て
い
る
の
で
、

柔
道
祭
で
表
彰
し
て
か
ら
の
優
秀
選

手
を
ま
と
め
て
お
く
。

水
野
瑚
春　

女
子
初
段
（
藤
枝
順
心
高
校
）

平
成
26
年
度
全
日
本
カ
デ
柔
道
体
重

別
選
手
権
大
会
女
子
63
級　
　

第
3
位

山
田
知
輝　

二
段
（
東
海
大
学
付
属
翔
洋
高
校
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
柔
道

競
技
男
子
81
㎏
級　
　
　
　
　

第
3
位

谷
川
美
歩　

女
子
初
段
（
藤
枝
順
心
高
校
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
柔
道

競
技
女
子
57
㎏
級　
　
　
　
　
　

優
勝

全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
柔
道

大
会
女
子
団
体
戦　
　
　
　

第
3
位

静
岡
県
女
子
チ
ー
ム

（
瀧
本
光
咲
・
ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
校
浜
松
、
加
藤

樹
梨
・
三
島
長
陵
高
校
、
木
下
由
美
・
新
居
高
校
）

木
下
由
美　

女
子
初
段
（
新
居
高
校
）

全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
柔
道

大
会
女
子
個
人
63
㎏
超
級　
　

第
3
位

澤
崎　

凛
（
清
水
町
柔
道
会
）

全
日
本
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会

小
学
5
年
女
子
40
㎏
超
級　

優
勝

大
橋
海
斗　

初
段（
三
島
市
立
錦
田
中
学
校
）

全
国
中
学
校
体
育
大
会
柔
道
競
技

男
子
90
㎏
級　
　
　
　
　

第
3
位

山
下
諒
輔
（
静
岡
県
警
察
）

全
国
警
察
柔
道
選
手
権
大
会
男
子

81
㎏
級　
　
　
　
　
　
　
　

優
勝

正
治
和
也
（
静
岡
県
警
察
）

全
国
警
察
柔
道
選
手
権
大
会
男
子

66
㎏
級　
　
　
　
　
　
　
　

優
勝

平
成
26
年
6
月
7
日
（
土
）、8
日
（
日
）

静
岡
県
武
道
館

　

静
岡
県
で
は
過
去
に
多
く
の
全
国

大
会
を
実
施
し
て
き
て
い
る
が
、
平

成
23
年
4
月
に
行
わ
れ
た
全
日
本
カ

デ
柔
道
選
手
権
大
会
以
来
の
全
国
大

会
で
あ
っ
た
。
協
会
の
事
務
局
長
を

中
心
に
準
備
作
業
が
進
め
ら
れ
、
大

会
当
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

開
会
式
で
は
、
全
日
本
柔
道
連
盟

と
実
業
柔
道
連
盟
の
宗
岡
正
二
会
長

が
「
柔
道
界
の
現
状
か
ら
、
人
格
と

強
さ
を
兼
ね
備
え
た
柔
道
人
を
育
成

し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と

挨
拶
を
行
っ
た
。
旭
化
成
の
野
田
選

手
が
選
手
宣
誓
を
行
い
、
1
日
目
の

競
技
が
開
始
さ
れ
た
。
女
子
1
部
は

4
チ
ー
ム
の
リ
ー
グ
戦
で
行
わ
れ
、

日
本
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
た
ち

が
息
詰
ま
る
熱
戦
を
展
開
し
て
く
れ

た
。
コ
マ
ツ
が
女
子
1
部
を
制
し
た
。

男
子
3
部
は
、
地
元
静
岡
県
の
チ
ー

ム
が
活
躍
し
、
静
岡
県
警
察
が
準
優

勝
、
東
海
翔
柔
ク
ラ
ブ
が
3
位
に
入

賞
し
た
。
ス
タ
ン
ド
か
ら
「
パ
パ
が

ん
ば
っ
て
」
と
い
う
声
援
が
飛
び
、

真
剣
勝
負
の
中
に
も
さ
わ
や
か
さ
を

感
じ
た
。

　

2
日
目
は
男
子
1
部
と
2
部
、
女

子
2
部
の
試
合
が
行
わ
れ
た
。
前
日

の
試
合
よ
り
更
に
厳
し
く
か
つ
面
白

い
試
合
が
展
開
さ
れ
た
。
男
子
で
は

旭
化
成
チ
ー
ム
の
強
さ
が
目
立
っ

た
。
2
部
で
は
旭
化
成
チ
ー
ム
同
士

の
決
勝
戦
と
な
り
、
1
部
で
も
旭
化

成
チ
ー
ム
が
優
勝
し
た
。
男
子
は
体

重
別
の
試
合
で
は
な
く
無
差
別
の
戦

い
で
あ
り
、
何
十
㎏
も
体
重
が
違
う

選
手
同
士
の
戦
い
は
非
常
に
面
白
く
、

「
柔
よ
く
剛
を
制
す
」
の
言
葉
ど
お

り
、
大
き
な
相
手
を
投
げ
飛
ば
し
、

会
場
か
ら
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
た

試
合
も
あ
っ
た
。
女
子
2
部
で
は

A
LSO

K

が
底
力
を
発
揮
し
て
優
勝

し
た
。

　

大
会
運
営
で
は
地
元
高
校
生
が
活

躍
し
、
会
場
の
設
営
や
片
付
け
、
補

助
役
員
な
ど
を
務
め
て
く
れ
た
。
高

校
生
が
身
近
に
一
流
選
手
の
技
を
見

る
こ
と
が
で
き
、
大
き
な
刺
激
を
受

け
て
く
れ
た
こ
と
と
思
う
。

第64回

全
日
本
実
業
柔
道

団
体
対
抗
大
会

古式の形を演じた渡辺・磯部氏
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全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会
（
男
女
）

東
海
地
区
大
会

平
成
26
年
3
月
2
日
（
日
）

三
重
県

佐
藤
和
哉
（
静
岡
学
園
高
校
）

予
選
リ
ー
グ
2
位
、
決
勝
リ
ー
グ
1

位
、
全
日
本
選
手
権
大
会
出
場
決
定

増
田
圭
省
（
静
岡
県
警
察
）

予
選
リ
ー
グ
3
位

滝
川
真
央
（
富
士
市
立
高
校
）

予
選
リ
ー
グ
3
位

仁
科
鈴
菜
（
富
士
市
立
高
校
）

予
選
リ
ー
グ
3
位

第
36
回
全
国
高
等
学
校
柔
道

選
手
権
大
会

平
成
26
年
3
月
20
日
（
木
）
21
日
（
金
・
祝
）

日
本
武
道
館

男
子
団
体

東
海
大
学
付
属
翔
洋
高
校
（
1
人
残

し
）
○
桐
蔭
学
園
高
校
（
神
奈
川
）

初
戦
敗
退

女
子
団
体

1
回
戦

藤
枝
順
心
高
校
2

－

0
徳
島
北
高
校
（
徳
島
）

2
回
戦

藤
枝
順
心
高
校
0

－

2
埼
玉
栄
高
校
（
埼
玉
）

男
子
個
人

60
㎏
級　

小
林
大
貴
（
加
藤
学
園
高
校
）

2
回
戦
進
出

73
㎏
級　

加
藤
月
歩
（
加
藤
学
園
高
校
）

2
回
戦
進
出

81
㎏
級　

佐
野
安
大
（
静
岡
学
園
高
校
）

3
位

90
㎏
級　

植
田
蒼
太
朗
（
浜
松
商
業
高
校
）

2
回
戦
進
出

無
差
別
級　

大
橋
昴
文
（
日
本
大
学
三
島
高
校
）

初
戦
敗
退

女
子
個
人

52
㎏
級　

鈴
木
茉
莉
（
藤
枝
順
心
高
校
）

3
回
戦
進
出

57
㎏
級　

谷
川
美
歩
（
藤
枝
順
心
高
校
）

3
回
戦
進
出

63
㎏
級　

今
　

唯
（
藤
枝
順
心
高
校
）

初
戦
敗
退

70
㎏
級　

遠
田
真
子
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

3
回
戦
進
出

無
差
別
級　

楠　

麻
衣
（
加
藤
学
園
高
校
）

2
回
戦
進
出

近
代
柔
道
杯
全
国
中
学
生
柔
道
大
会

平
成
26
年
3
月
29
日
30
日

静
岡
学
園
1

－

2
沖
学
園（

福
岡
）

東
海
大
翔
洋
0

－

4
大
蔵（

福
岡
）

平
成
26
年
度
全
日
本
選
抜

体
重
別
柔
道
選
手
権
大
会

平
成
26
年
4
月
6
日
（
日
）

福
岡
県

男
子

81
㎏
級　

山
下
諒
輔
（
静
岡
県
警
察
）

初
戦
敗
退

全
日
本
カ
デ
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

平
成
26
年
4
月
13
日
（
日
）

大
阪
な
み
は
や
ド
ー
ム

男
子

60
㎏
級　

岡
本
龍
司
（
静
岡
学
園
高
校
）

初
戦
敗
退

女
子

44
㎏
級　

鈴
木
茉
莉
（
藤
枝
順
心
高
校
）

優
勝

63
㎏
級　

水
野
瑚
春（
藤
枝
順
心
高
校
）

3
位

63
㎏
級　

安
竹
真
利
奈
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

3
位

全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会

平
成
26
年
4
月
29
日
（
火
・
祝
）　

日
本
武
道
館

佐
藤
和
哉
（
静
岡
学
園
高
校
）
選
手
出
場

1
回
戦

佐
藤
和
哉
（
日
本
大
学
）

－

○
羽
賀
龍

之
介
（
旭
化
成
）

第
34
回
全
国
少
年
柔
道
大
会

平
成
26
年
5
月
5
日
（
月
・
祝
）　

講
道
館

団
体
戦

1
回
戦

伊
豆
長
岡
柔
道
会
（
内
容
勝
）

1

－

1
清
心
館
（
滋
賀
県
）

2
回
戦

伊
豆
長
岡
柔
道
会
2

－

3
宜
野
湾

署
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
沖
縄
県
）

個
人
戦

5
年
生　

岡
本
治
祈
（
伊
豆
長
岡
柔
道
会
）

2
回
戦
進
出

6
年
生　

小
田
春
樹
（
伊
豆
長
岡
柔
道
会
）

初
戦
敗
退

東
海
地
区
「
形
」
競
技
会

平
成
26
年
7
月
6
日
（
日
）

岐
阜
県

投
の
形

　

渡
辺
達
也　

佐
藤
邦
彦

固
の
形

　

森
田
賢
一　

山
下
朝
司

極
の
形

　

小
椋
俊
彦　

鈴
木
慎
一

柔
の
形

　

岡
村
和
幸　

佐
野
宏
明

講
道
館
護
身
術

　

安
竹
賢
治　

渡
邉
武
彦

五
の
形

　

小
林
賢
治　

小
笠
原
淳

古
式
の
形

　

磯
部
正
博　

渡
辺
達
也

東
海
地
区
優
勝

全
日
本
形
競
技
大
会　

2
位

第
61
回
東
海
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
柔
道
競
技

平
成
26
年
6
月
21
日（
土
）22
日（
日
）

愛
知
県
武
道
館

男
子
団
体

　

東
海
大
学
翔
洋
高
校　
　
　

2
位

女
子
団
体

　

東
海
大
学
翔
洋
高
校　
　
　

2
位

　

藤
枝
順
心
高
校　
　
　
　
　

3
位

男
子

60
㎏
級

　

2
位　

芹
沢
翔
哉
（
静
岡
学
園
高
校
）

66
㎏
級

　

2
位　

望
月
飛
翔
（
静
岡
学
園
高
校
）

73
㎏
級

　

3
位　

加
藤
月
歩
（
加
藤
学
園
高
校
）

81
㎏
級

　

2
位　

山
田
知
輝（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

90
㎏
級

　

3
位　

植
田
蒼
太
朗
（
浜
松
商
業
高
校
）

100
㎏
超
級

　

2
位　

井
川
康
平
（
静
岡
学
園
高
校
）

　

3
位　

林　

巧
真
（
飛
龍
高
校
）

女
子

48
㎏
級

　

優
勝　

鈴
木
茉
莉
（
藤
枝
順
心
高
校
）

　

3
位　

岩
崎
光
沙
（
藤
枝
順
心
高
校
）

57
㎏
級

　

2
位　

谷
川
美
歩
（
藤
枝
順
心
高
校
）

63
㎏
級

　

3
位　

水
野
瑚
春
（
藤
枝
順
心
高
校
）

　

3
位　

安
竹
真
利
奈
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

70
㎏
級

　

3
位　

遠
田
真
子
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

78
㎏
級

　

3
位　

篠
田
沙
織
（
藤
枝
順
心
高
校
）

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

平
成
26
年
6
月
28
日
（
土
）

　

静
岡
県
武
道
館

男
子

55
㎏
級　

加
藤
唯
人
（
加
藤
学
園
高
校
）

60
㎏
級　

小
林
大
貴
（
加
藤
学
園
高
校
）

66
㎏
級　

荒
井
大
成（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

73
㎏
級　

横
山
綾
悟
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

81
㎏
級　

佐
野
安
大
（
静
岡
学
園
高
校
）

90
㎏
級　

植
田
蒼
太
朗
（
浜
松
商
業
高
校
）

100
㎏
級　

花
井
拓
哉
（
浜
松
城
北
工
業
高
校
）

100
㎏
超
級　

川
井
康
平
（
静
岡
学
園
高
校
）

女
子

44
㎏
級　

岩
崎
光
沙
（
藤
枝
順
心
高
校
）

48
㎏
級　

鈴
木
茉
莉
（
藤
枝
順
心
高
校
）

東
海
大
会
優
勝
全
国
大
会
出
場

52
㎏
級　
　

渡
辺
香
奈
（
藤
枝
順
心

高
校
）

57
㎏
級　

谷
川
美
歩
（
藤
枝
順
心
高
校
）

東
海
大
会
優
勝
全
国
大
会
出
場

63
㎏
級　

水
野
瑚
春
（
藤
枝
順
心
高
校
）

70
㎏
級　

嘉
地
唯
花
（
藤
枝
順
心
高
校
）

78
㎏
級　

楠　

麻
衣
（
加
藤
学
園
高
校
）

78
㎏
超
級　

大
澤
宣
歩
（
藤
枝
順
心
高
校
）

　

な
お
、
東
海
大
会
は
7
月
13
日

（
日
）
静
岡
県
武
道
館
、
全
国
大
会

は
9
月
13
日
（
土
）
14
日
（
日
）
埼

玉
県
に
て
開
催
さ
れ
た
。

各
種
大
会
の
報
告
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平
成
26
年
度
静
岡
県
成
年
柔
道

体
重
別
選
手
権
大
会

（
兼
国
民
体
育
大
会
柔
道
競
技
選
手
選
考
会
）

平
成
26
年
7
月
5
日
（
土
）

静
岡
県
武
道
館

成
年
男
子

60
㎏
級　

鈴
木
優
希
（
流
通
経
済
大
学
）

73
㎏
級　

眞
野
洋
光
（
静
岡
県
警
察
）

90
㎏
級　

小
椋
俊
彦
（
静
岡
県
警
察
）

無
差
別
級　

滝
川
英
克
（
静
岡
県
警
察
）

成
年
女
子

52
㎏
級　

神
山
結
理
（
立
命
館
大
学
）

70
㎏
級　

神
林
希
衣
（
高
岡
法
科
大
学
）

無
差
別
級　

村
瀬
由
樹
（
国
際
武
道
大
学
）

第
63
回
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会  

柔
道
競
技

平
成
26
年
8
月
2
日
（
土
）
～
6
日
（
水
）

千
葉
県

男
子
団
体
戦

1
回
戦

東
海
大
学
翔
洋
高
校
3

－

1
上
宮

高
校
（
大
阪
府
）

2
回
戦

東
海
大
学
翔
洋
高
校
1

－

3
東
海

大
学
浦
安
高
校
（
千
葉
県
）

女
子
団
体
戦

1
回
戦

藤
枝
順
心
高
校
0

－

3
東
大
阪
大

敬
愛
高
校
（
大
阪
府
）

男
子

60
㎏
級　

芹
沢
翔
哉
（
静
岡
学
園
高
校
）

2
回
戦
進
出

66
㎏
級　

望
月
飛
翔（
静
岡
学
園
高
校
）

初
戦
敗
退

73
㎏
級　

加
藤
月
歩
（
加
藤
学
園
高
校
）

初
戦
敗
退

81
㎏
級　

山
田
知
輝
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

3
位

90
㎏
級　

植
田
蒼
太
朗
（
浜
松
商
業
高
校
）

第
5
位
入
賞
（
ベ
ス
ト
8
）

100
㎏
級　

大
橋
昴
文
（
日
本
大
学
三
島
高
校
）

初
戦
敗
退

100
㎏
超
級　

林　

巧
真
（
飛
龍
高
校
）

初
戦
敗
退

女
子

48
㎏
級　

鈴
木
茉
莉
（
藤
枝
順
心
高
校
）

初
戦
敗
退

52
㎏
級　

成
宮
妃
世
梨
（
藤
枝
順
心
高
校
）

ベ
ス
ト
16

57
㎏
級　

谷
川
美
歩
（
藤
枝
順
心
高
校
）

優
勝

63
㎏
級　

安
竹
真
利
奈
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

ベ
ス
ト
16

70
㎏
級　

遠
田
真
子
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

初
戦
敗
退

78
㎏
級　

篠
田
沙
織
（
藤
枝
順
心
高
校
）

初
戦
敗
退

78
㎏
超
級　

大
澤
宜
歩
（
藤
枝
順
心
高
校
）

初
戦
敗
退

※
各
階
級
県
大
会
優
勝
者
、
優
勝
チ
ー

ム
が
全
国
大
会
に
出
場
し
て
い
る
。

平
成
26
年
度
東
海
中
学
校

総
合
体
育
大
会
柔
道
競
技

平
成
26
年
8
月
9
日（
土
）10
日（
日
）

岐
阜
県

男
子
団
体

　

3
位　

東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部

　
　
　
　

静
岡
学
園
中
学
校　

男
子

66
㎏
級

　

3
位　

北
田
晃
大

（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
中
学
校
）

73
㎏
級

　

3
位　

吉
田　

航
（
韮
山
中
学
校
）

90
㎏
級

　

優
勝　

大
橋
海
斗
（
錦
田
中
学
校
）

　

3
位　

米
山
竜
生

（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
）

90
㎏
超
級

　

2
位　

長
屋　

友
（
神
久
呂
中
学
校
）

　

3
位　

下
橋
颯
斗
（
静
岡
学
園
中
学
校
）

女
子

40
㎏
級

　

2
位　

鈴
木　

葵
（
藤
枝
順
心
中
学
校
）

44
㎏
級

　

3
位　

小
林
美
咲
（
沼
津
市
立
沼
津
中
学
校
）

63
㎏
級

　

3
位　

岩
井
柚
里
香

（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
）

70
㎏
級

　

2
位　

澤
崎
莉
子

（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
）

70
㎏
超
級

　

3
位　

米
川
明
穂
（
藤
枝
順
心
中
学
校
）

第
39
回
全
国
教
員
大
会

平
成
26
年
8
月
10
日
（
土
）　和

歌
山
県

監
督　

大
原
尚
喜
（
県
立
新
居
高
校
）

先
鋒　

佐
々
木
啓
至
（
県
立
新
居
高
校
）

次
鋒　

川
端
常
弘
（
県
立
湖
西
高
校
）

中
堅　

山
崎
大
介
（
県
立
磐
田
南
高
校
）

副
将　

高
田
幸
治
（
私
立
城
南
静
岡
高
校
）

大
将　

土
屋
彰
裕
（
湖
西
市
立
鷲
津
中
学
校
）

１
回
戦

　

静
岡
県
（
内
容
勝
）
２

－

２
福
井
県

２
回
戦

　

静
岡
県
０

－

４
青
森
県

　

監
督
が
新
居
高
校
の
大
原
先
生
に

代
わ
り
、
メ
ン
バ
ー
も
一
部
昨
年
と

変
わ
り
ま
し
た
。
1
回
戦
は
内
容
で

際
ど
く
勝
ち
あ
が
り
ま
し
た
が
、
2

回
戦
で
青
森
県
に
先
行
さ
れ
、
前
半

で
勝
負
が
つ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

各
先
生
方
が
こ
の
大
会
で
得
る
こ
と

が
で
き
た
貴
重
な
経
験
を
、
各
学
校

で
の
指
導
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

第
45
回
全
国
定
時
制
通
信
制
柔
道
大
会

平
成
26
年
8
月
10
日
（
日
）

講
道
館

男
子
団
体
戦　

１
回
戦　

静
岡
県
５

－

０
新
潟
県

２
回
戦　

静
岡
県
３

－

２
東
京
都
A

３
回
戦　

静
岡
県
２

－

３
愛
知
県

ベ
ス
ト
８
進
出

女
子
団
体
戦

１
回
戦　

シ
ー
ド

２
回
戦　

静
岡
県
２

－

１
千
葉
県

３
回
戦　

静
岡
県
１

－

２
奈
良
県３

位

木
下
由
美
（
新
居
高
校
）

河
津
サ
ユ
リ
（
富
士
高
校
）

芦
澤
依
莉
子
（
未
来
静
岡
高
校
）

森
安
奈
（
倉
橋
）

男
子
個
人
戦

65
㎏
級　

宇
野　

克
（
未
来
静
岡
高
校
）

初
戦
敗
退

75
㎏
級　

山
田
駿
二
（
三
島
長
陵
高
校
）

3
回
戦
進
出
（
ベ
ス
ト
8
）

75
㎏
超
級　

戸
田　

初
（
浜
松
工
業
高
校
）

初
戦
敗
退

女
子
個
人
戦

52
㎏
級　

瀧
本
光
咲
（
ク
ラ
ー
ク
国
際
高
校
浜
松
校
）

初
戦
敗
退

63
㎏
級　

加
藤
樹
梨
（
三
島
長
陵
高
校
）

2
回
戦
進
出

63
㎏
超
級　

木
下
由
美
（
新
居
高
校
）3

位

第
45
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会

平
成
26
年
8
月
22
日（
金
）～
25
日（
月
）

愛
媛
県
武
道
館

男
子
団
体
戦

東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
1

－

4
福

井
工
業
大
学
福
井
中
学
校
（
福
井
県
）

東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
0

－

5
国
士
館
中
学
校
（
東
京
都
）

予
選
リ
ー
グ
敗
退

女
子
団
体
戦

東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
1

－

2

浜
丘
中
学
校
（
神
奈
川
県
）

東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
2

－

0

万
石
浦
中
学
校
（
宮
城
県
）

予
選
リ
ー
グ
敗
退

個
人
戦

男
子

50
㎏
級　

鈴
木
大
達
（
浜
松
西
高
校
中
等
部
）

準
々
決
勝
進
出
（
ベ
ス
ト
8
）

55
㎏
級　

矢
萩
奨
真
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
）

3
回
戦
進
出

60
㎏
級　

古
関
夕
響
（
吉
原
第
一
中
学
校
）

初
戦
敗
退

66
㎏
級　

北
田
晃
大
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
）

3
回
戦
進
出

71
㎏
級　

小
笠
原
一
貴（
藤
枝
明
誠
中
学
校
）

3
回
戦
進
出

81
㎏
級　

重
田
幸
大
（
裾
野
東
中
学
校
）

初
戦
敗
退

90
㎏
級　

大
橋
海
斗
（
錦
田
中
学
校
）

3
位

90
㎏
超
級　

長
屋　

友（
神
久
呂
中
学
校
）

3
回
戦
進
出

女
子

40
㎏
級　

鈴
木　

葵
（
藤
枝
順
心
中
学
校
）

3
回
戦
進
出

44
㎏
級　

安
食
亜
美
（
藤
枝
順
心
中
学
校
）

初
戦
敗
退
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48
㎏
級　

三
須　

葵
（
沼
津
市
立
沼
津
中
学
校
）

初
戦
敗
退

52
㎏
級　

杉
山
奈
那
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
）

初
戦
敗
退

57
㎏
級　

増
井　

涼
（
三
島
北
中
学
校
）

初
戦
敗
退

63
㎏
級　

菊
池
さ
く
ら
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
）

3
回
戦
進
出

70
㎏
級　

澤
崎
莉
子
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
）

3
回
戦
進
出

70
㎏
超
級　

楠
明
日
香
（
長
岡
中
学
校
）

2
回
戦
進
出

　

各
階
級
県
大
会
優
勝
者
が
全
国
大

会
に
出
場
し
て
い
る
。

第
11
回
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会

平
成
26
年
8
月
17
日
（
日
）

岩
手
県

男
子
5
年

45
㎏
級　

渡
邉
爽
偉
（
清
水
町
柔
道
会
）

初
戦
敗
退

45
㎏
超
級　

山
本
師
道
（
育
誠
館
道
場
）

2
回
戦
進
出

男
子
6
年

50
㎏
級　

服
部
航
太
（
育
誠
館
道
場
）

2
回
戦
進
出

50
㎏
超
級　

小
田
春
樹
（
伊
豆
長
岡
柔
道
会
）

初
戦
敗
退

女
子
5
年

40
㎏
級　

杉
山
月
琉
（
清
水
町
柔
道
会
）

2
回
戦
進
出

40
㎏
超
級　

澤

崎

凛
（
清
水
町
柔
道
会
）

優
勝

6
年

45
㎏
級　

橋
口
英
子
（
静
岡
東
部
柔
道
ク
ラ
ブ
）

初
戦
敗
退

45
㎏
超
級　

高
山
美
優
（
焼
津
誠
道
館
）

2
回
戦
進
出

　

5
月
25
日
に
実
施
さ
れ
た
県
大
会

の
各
階
級
優
勝
者
が
全
国
大
会
に
出

場
し
て
い
る
。

全
国
警
察
柔
道
選
手
権
大
会

平
成
26
年
9
月
5
日
（
金
）

日
本
武
道
館

100
㎏
級　

滝
川　

初
戦
敗
退

81
㎏
級　

山
下
諒
輔　

優
勝

講
道
館
杯
全
日
本
柔
道
体
重
別
選

手
権
大
会
に
出
場

73
㎏
級　

眞
野
洋
光　

5
位

（
ベ
ス
ト
8
進
出
）

66
㎏
級　

正
治
和
也　

優
勝

講
道
館
杯
全
日
本
柔
道
体
重
別
選

手
権
大
会
に
出
場

定
通
制
柔
道
東
海
大
会

平
成
26
年
9
月
7
日
（
日
）

愛
知
県
武
道
館

男
子
団
体
戦

　

ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
校　

2
位

　

島
田
商
業
高
校　
　
　

初
戦
敗
退

男
子
個
人

65
㎏
級　

風
岡
代
史
（
富
士
宮
東
高
校
）

棄
権

75
㎏
級　

山
田
駿
治
（
三
島
長
陵
高
校
）

優
勝

75
㎏
超
級　

戸
田
初
（
浜
松
工
業
高
校
）3

位

　
　
　
　

原
田
望
（
島
田
商
業
高
校
）　

初
戦
敗
退

女
子
個
人

52
㎏
級　

瀧
本
光
咲
（
ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
校
）

初
戦
敗
退

63
㎏
級　

加
藤
樹
梨
（
三
島
長
陵
高
校
）

棄
権

63
㎏
超
級　

木
下
由
美
（
新
居
高
校
）1

位

第
3
回
静
岡
県
小
学
生

学
年
別
柔
道
選
手
権
大
会

平
成
26
年
9
月
23
日
（
火
祝
）

静
岡
県
武
道
館

1
年
生
の
部

　

塩
谷
公
佑
（
高
山
柔
道
塾
）

2
年
生
の
部

　

眞
田
諒
太
（
藤
枝
柔
道
倶
楽
部
）

3
年
生
の
部

　

沖
山
智
（
静
岡
東
部
柔
道
ク
ラ
ブ
）

4
年
生
男
子
軽
量
級

　

田
中
公
介
（
三
島
柔
道
会
）

4
年
生
男
子
重
量
級

　

渡
辺
琉
雅
（
正
心
塾
渡
辺
道
場
）

4
年
生
女
子
軽
量
級

　

原
田
誌
依
菜
（
焼
津
誠
道
館
）

4
年
生
女
子
重
量
級

　

飯
田
星
那
（
和
道
場
）

5
年
生
男
子
軽
量
級

　

渡
邉
爽
偉
（
清
水
町
柔
道
会
）

5
年
生
男
子
重
量
級

　

佐
々
木
里
旺
（
清
水
柔
道
倶
楽
部
）

5
年
生
女
子
軽
量
級

　

杉
山
月
琉
（
清
水
町
柔
道
会
）

5
年
生
女
子
重
量
級

　

澤
崎
凛
（
清
水
町
柔
道
会
）

6
年
生
男
子
軽
量
級

　

平
井
貴
也
（
神
士
会
）

6
年
生
男
子
中
量
級

　

望
月
倖
十
（
柔
清
会
）

6
年
生
男
子
重
量
級

　

小
田
春
樹
（
伊
豆
長
岡
柔
道
会
）

6
年
生
女
子
軽
量
級

　

森　

千
鶴
（
積
武
館
）

6
年
生
女
子
中
量
級

　

新
村
侑
郁（
浜
北
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

6
年
生
女
子
重
量
級

　

高
山
美
憂
（
焼
津
誠
道
館
）

第
31
回
静
岡
県
大
学
高
専
柔
道

秋
季
優
勝
大
会
　

平
成
26
年
10
月
12
日
（
日
）

静
岡
産
業
大
学

団
体
の
部

　

優
勝　

静
岡
産
業
大
学

　

2
位　

東
海
大
学
海
洋
学
部

　

3
位　

日
本
大
学
国
際
関
係
学
部

個
人
戦
の
部

無
段
の
部

　

優
勝　

井
本
草
平
（
東
海
大
学
海
洋
学
部
）

66
㎏
級

　

優
勝　

平
野
颯
馬
（
東
海
大
学
海
洋
学
部
）

81
㎏
級

　

優
勝　

松
川　

勝
（
静
岡
産
業
大
学
）

81
㎏
超
級

　

優
勝　

岳
川
大
輝
（
静
岡
産
業
大
学
）

講
道
館
杯
全
日
本
体
重
別
選
手
権

平
成
26
年
11
月
8
日（
土
）9
日（
日
）

千
葉
県

81
㎏
級　

山
下
諒
輔

3
回
戦
進
出

66
㎏
級　

正
治
和
也

初
戦
敗
退

第
36
回
全
国
高
等
学
校
柔
道

選
手
権
大
会
（
男
女
個
人
戦
）

静
岡
県
大
会

平
成
27
年
1
月
17
日
（
土
）

静
岡
県
武
道
館

女
子

52
㎏
級

　

優
勝　

鈴
木
茉
莉
（
藤
枝
順
心
高
校
）

57
㎏
級

　

優
勝　

谷
川
美
歩
（
藤
枝
順
心
高
校
）

63
㎏
級

　

優
勝　

水
野
瑚
春
（
藤
枝
順
心
高
校
）

70
㎏
級

　

優
勝　

米
山
綾
乃
（
富
士
市
立
高
校
）

無
差
別
級

　

優
勝　

伊
藤
七
海
（
藤
枝
順
心
高
校
）

男
子

60
㎏
級

　

優
勝　

芹
沢
翔
哉
（
静
岡
学
園
高
校
）

73
㎏
級

　

優
勝　

塚
本
瑠
羽
（
東
海
大
学
付
属
翔
洋
高
校
）

81
㎏
級

　

優
勝　

石
岡
裕
樹
（
東
海
大
学
付
属
翔
洋
高
校
）

90
㎏
級

　

優
勝　

鈴
木
隆
聖
（
加
藤
学
園
高
校
）

無
差
別
級

　

優
勝　

井
川
康
平
（
静
岡
学
園
高
校
）

第
36
回
全
国
高
等
学
校
柔
道

選
手
権
大
会
（
男
女
団
体
戦
）

静
岡
県
大
会

静
岡
県
大
会

平
成
27
年
1
月
25
日
（
日
）

静
岡
県
武
道
館

女
子
団
体
戦

　

優
勝　

藤
枝
順
心
高
校

男
子
団
体
戦

　

優
勝　

静
岡
学
園
高
校

　

平
成
27
年
3
月
20
日
（
金
）
21
日

（
土
）
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
る

全
国
大
会
に
出
場
す
る
。

速 

報
全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会（
男
・
女
）

東
海
地
区
大
会

山
下
諒
輔
（
静
岡
県
警
察
）

　

全
日
本
選
手
権
大
会
出
場
決
定
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平
成
26
年
度
9
月
21
日
（
日
）
午

前
10
時
か
ら
午
後
3
時　

静
岡
市
北

部
体
育
館
柔
道
場

　

静
岡
県
中
央
審
判
講
習
会
は
全
柔

連
の
地
方
審
判
講
習
会
を
兼
ね
て
実

施
さ
れ
た
。
講
師
と
し
て
全
柔
連
審

判
委
員
長
の
西
田
孝
宏
先
生
（
山
梨

学
院
大
学
教
授　

講
道
館
7
段
）
が

派
遣
さ
れ
た
。

　

静
岡
県
各
地
か
ら
2
0
0
名
も

の
会
員
が
参
加
し
て
講
習
会
は
開
催

さ
れ
た
。
野
田
会
長
の
挨
拶
に
続
い

て
講
師
の
紹
介
が
あ
り
、
早
速
指
導

が
始
ま
っ
た
。
最
近
の
国
際
大
会
で

の
審
判
の
現
状
に
つ
い
て
御
自
身
の
体

験
を
基
に
話
し
さ
れ
、
新
し
い
審
判

規
定
の
解
釈
に
つい
て
、
細
か
く
ジ
ェス

チ
ャ
ー
な
ど
を
交
え
て
丁
寧
に
説
明
し

て
戴
き
ま
し
た
。

高
柳
元
会
長
　
旭
日
双
光
章
受
章

　

静
岡
県
柔
道
協
会
元
会
長
の
高
柳

喜
一さ
ん
が
平
成
二
十
六
年
秋
に
旭
日

双
光
章
を
受
章
さ
れ
、
平
成
二
十
七

年
二
月
十
四
日
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
浜
松

に
て
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
た
。
多
く

の
来
賓
の
方
々
、
柔
道
協
会
の
関
係

者
、
先
生
の
母
校
の
静
岡
県
立
浜
松

商
業
高
等
学
校
の
関
係
者
、
ご
親
族

等
三
百
名
弱
の
参
加
者
が
あ
り
、
高

柳
先
生
の
受
章
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

柔
道
底
辺
拡
大
へ
の
取
り
組
み
報
告

　

各
地
区
で
柔
道
人
口
拡
大
の
た
め

の
取
り
組
み
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
西
部
地
区
の
取
り
組
み
を
中
心
に

各
地
区
の
取
り
組
み
を
報
告
す
る
。

平
成
26
年
度
地
方
審
判
講
習
会

静
岡
県
中
央
審
判
講
習
会

　
西
部
地
区�

第
４
回
め
ば
え
の
親
子
柔
道
教
室

　

今
年
度
の
西
部
地
区
の
親
子
柔
道

教
室
は
11
月
２
日
（
日
）
午
後
１
時

か
ら
午
後
３
時
30
分
に
浜
松
市
武
道

館
で
実
施
さ
れ
た
。
講
師
は
溝
口
紀

子
先
生
（
静
岡
文
化
芸
術
大
学
准
教

授
・
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ

リ
ス
ト
）。
今
回
は
日
本
女
子
柔
道
倶

楽
部
の
御
協
力
が
あ
り
、
北
田
典
子

先
生
（
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピッ
ク
銅
メ
ダ
リ

ス
ト
）
と
松
川
久
美
子
・
後
藤
徳
子

先
生
（
日
本
女
子
柔
道
倶
楽
部
）
も

特
別
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
初
に
開
会
式
が
あ
り
溝
口
講
師

の
挨
拶
が
あ
り
、
北
田
先
生
か
ら
柔

道
の
「
礼
」
を
中
心
に
し
た
講
話
を

聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
ラ

ン
ニ
ン
グ
で
体
を
ほ
ぐ
し
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

で
楽
し
く
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

休
憩
を
挟
ん
だ
後
半
で
は
、
後
ろ

受
け
身
と
前
受
け
身
を
親
子
で
練
習

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
持
田
先
生
か

ら
送
り
足
払
い
の
解
説
を
し
て
い
た

だ
き
打
ち
込
み
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

足
の
運
び
と
腕
の
使
い
方
を
練
習
し

ま
し
た
。
予
定
し
た
時
間
は
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。
閉
会
式
で
は
、

北
田
先
生
の
音
頭
で
親
子
向
か
い
合
い
、

子
供
た
ち
の
元
気
な
お
礼
の
言
葉
が

響
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
約
80
組
の
親
子
と
普
段

道
場
で
指
導
し
て
い
る
指
導
者
も
良
い

汗
を
か
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

送
り
足
払
い
の
指
導
も
「
ハ
ン
ド
ル
を

廻
す
」
腕
の
使
い
方
参
考
に
な
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　
中
部
地
区�

親
子
柔
道
教
室

静
岡
北
部
体
育
館

　

平
成
26
年
11
月
９
日
（
日
）
午
前

10
時
か
ら
正
午
ま
で

　

今
回
は
、
本
年
度
か
ら
立
ち
上
げ

た
「
女
子
部
会
」
を
中
心
に
「
親
子

柔
道
教
室
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
昨

年
度
を
上
回
る
、
幼
児
・
小
学
生
・

保
護
者
の
方
々
合
わ
せ
て
１
１
４
名
の

参
加
が
あ
り
、
そ
れ
に
女
子
部
会
の

女
性
指
導
者
と
他
の
指
導
者
が
加
わ

り
、
総
勢
１
２
９
名
で
賑
や
か
な
イ
ベ

ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
専
門
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

に
よ
る
「
誰
に
も
で
き
る
エ
ア
ロ
ビ
ッ

ク
体
操
」
で
心
肺
機
能
を
働
く
よ
う

に
さ
せ
、
各
所
の
幼
稚
園
で
行
わ
れ
て

い
る
、
コ
ア
キ
ッ
ズ
体
操
や
回
転
運
動

で
身
体
を
ほ
ぐ
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

年
齢
別
・
体
格
別
に
分
か
れ
て
、
親

子
で
の
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
交
え
た

運
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
田
中
幹
事
長
か
ら
、「
礼

法
」
の
説
明
が
あ
り
、
粛
々
と
し
た

雰
囲
気
で
閉
講
と
な
り
ま
し
た
。「
親

子
で
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が
取
れ
た
こ
と
が

何
よ
り
で
す
。」
と
の
参
加
者
か
ら
の

声
も
い
た
だ
き
、
女
子
部
立
ち
上
げ

に
花
を
添
え
る
イ
ベン
ト
に
な
り
ま
し

た
。

　
東
部
地
区�

エ
ア
ロ
ビ
柔
道

　

今
年
度
も
例
年
の
よ
う
に
エ
ア
ロ
ビ

柔
道
が
沼
津
市
立
沼
津
高
校
柔
道
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
度
は
四
月
二
十
三

日
か
ら
開
始
し
、
毎
週
水
曜
日
午
後

七
時
～
午
後
八
時
半
ま
で
、
週
一回
の

ペ
ー
ス
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
会
場
は

例
年
通
り
沼
津
市
立
高
等
学
校
柔

道
場
で
す
。
今
年
度
は
す
で
に
四
十

回
近
く
実
施
し
て
い
ま
す
。
参
加
者

は
数
人
の
時
も
あ
り
ま
し
た
が
最
近

で
は
増
加
し
て
お
り
、
三
十
名
を
超

え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
十
代
か
ら

七
十
台
ま
で
老
若
男
女
が
楽
し
く
活

動
し
て
い
ま
す
。
地
元
の
新
聞
に
も

取
り
上
げ
て
も
ら
い
、
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。（
道
場
紹
介
の
コ
ー
ナ
ー
に

も
と
り
あ
げ
て
い
ま
す
の
で
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。）
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⑥
道
場
紹
介

　

戦
後
焼
け
野
原
の
荒
廃
の
中
で
自

失
と
混
迷
か
ら
立
ち
直
る
早
道
は
、

柔
道
の
普
及
で
あ
る
と
い
う
信
念
の

も
と
、
高
田
貞
治
・
工
藤
勝
太
郎
両

先
生
を
中
心
と
し
て
、
東
部
を
中
心

と
し
た
愛
好
家
が
立
ち
上
が
り
ま
し

た
。

　

昭
和
二
十
年
十
月
に
（
株
）
国
産

電
機
の
食
堂
を
お
借
り
し
て
稽
古
を

開
始
し
て
以
来
、
警
察
署
や
倉
庫
、

店
舗
等
を
転
々
と
し
て
の
活
動
を
始

め
ま
し
た
。
各
方
面
か
ら
多
大
な
御

理
解
と
御
支
援
を
戴
き
昭
和
二
十
五

年
七
月
に
、
市
場
町
八
幡
神
社
の
境

内
に
「
沼
津
柔
道
館
」
と
し
て
始
め

て
本
格
的
道
場
の
建
設
が
実
現
い
た

し
ま
し
た
。
道
場
開
き
の
式
典
に
は

嘉
納
履
正
講
道
館
長
を
は
じ
め
と
し

て
、
永
岡
十
段
、
三
船
十
段
な
ど
の

高
段
者
多
数
が
お
祝
い
に
駆
け
つ
け

て
く
だ
さ
る
栄
誉
を
賜
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
沼
津
市
の
御
協
力
を
得
て

文
化
セ
ン
タ
ー
内
に
香
陵
武
道
館
が

建
設
さ
れ
「
沼
津
柔
道
会
」
と
改
め

青
少
年
の
健
全
育
成
と
柔
道
普
及
活

動
の
拠
点
と
し
て
、
活
動
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
火
・
木
・
土
曜
日
の
午

後
六
時
半
よ
り
九
時
ま
で
の
練
習
日

に
は
稲
木
寛
男
会
長
を
中
心
に
し
て
、

約
二
十
名
の
青
少
年
が
集
い
、
土
曜

日
に
は
近
在
の
他
道
場
よ
り
の
出
稽

古
者
多
数
が
加
わ
り
、
盛
ん
に
汗
を

流
し
て
お
り
ま
す
。

　

先
人
た
ち
の
努
力
と
歴
史
あ
る
道

場
の
名
を
汚
す
こ
と
な
く
、
次
代
の

若
者
た
ち
に
人
盡
己
（
じ
ん
こ
）
の

精
神
を
伝
え
て
参
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

⑥
道
場
紹
介

今
ま
で
の
道
場
紹
介
と
は
少
し
異

な
り
ま
す
が
、
沼
津
市
柔
道
連
盟
の

根
木
谷
信
一
先
生
を
中
心
に
実
践
を

続
け
て
お
ら
れ
る
「
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク

柔
道
」
を
紹
介
し
ま
す
。
根
木
谷
先

生
が
長
年
の
創
意
工
夫
で
始
め
ら
れ
、

商
標
登
録
を
さ
れ
た
の
が
「
エ
ア
ロ

ビ
ッ
ク
柔
道
」
で
す
。
毎
週
水
曜
日
、

午
後
七
時
～
午
後
八
時
三
十
分
ま
で

市
立
沼
津
高
校
柔
道
場
で
行
わ
れ
て

お
り
、
希
望
す
る
老
若
男
女
誰
で
も

自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。
一
回
あ
た

り
の
参
加
人
数
は
変
動
が
あ
り
ま
す

が
、
最
近
で
は
毎
回
四
十
人
前
後
が

参
加
し
て
い
ま
す
。
美
容
と
健
康
と

身
を
守
る
こ
と
を
体
得
で
き
る
素
晴

ら
し
い
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
柔
道
で
す
。

多
く
の
方
々
が
参
加
さ
れ
て
い
る

理
由
は
、
と
て
も
楽
し
い
、
高
齢
者

で
も
た
だ
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
き
る

な
ど
で
、
最
高
齢
者
は
七
十
七
歳
だ

そ
う
で
す
。
興
味
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ

一
度
見
学
し
て
く
だ
さ
い
。

⑥
道
場
紹
介

　

平
成
19
年
８
月
に
、
柔
道
が
好
き

で
強
く
な
り
た
い
子
供
た
ち
を
集
め

て
道
場
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
で
も
、

単
に
柔
道
が
強
い
だ
け
で
は
な
く
、

厳
し
い
練
習
の
中
で
強
い
精
神
と
体

力
と
、
相
手
を
思
い
や
る
や
さ
し
い

心
を
、
柔
道
を
通
し
て
教
え
て
い
き

た
い
と
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

発
足
当
時
の
人
数
は
三
人
で
し
た

が
、
果
敢
に
も
団
体
戦
に
も
出
場
し

ま
し
た
。
そ
の
中
、
個
人
戦
で
は
鈴

木
茉
莉
さ
ん
（
現
藤
枝
順
心
高
校
）

は
全
国
小
学
生
大
会
で
は
、
五
年
生

女
子
軽
量
級
で
三
位
の
成
績
を
残
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
の
中

学
・
高
校
で
も
優
秀
な
成
績
を
上
げ

て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
が
期

待
で
き
る
選
手
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
生
徒
は
二
十
名
で
少
人
数

で
は
あ
り
ま
す
が
、
少
人
数
で
の
良

沼津柔道会
②沼津市御幸町１５－１　
　〒４１０－０８３２
③〒４１０－００１１
　沼津市赤岡宮８０８－７
　０５５－９２２－１７１２
　０９０－１６２０－５２０７
④稲木寛男
⑤児童２人、小学生９人、
　中学生５人、高校生２人、
　大学・社会人２０人

柔清会
②清水総合運動場内武道場、
　県立清水東高等学校柔道場
③〒４２４－００４７
　静岡市清水区鶴舞町４－１４－２
　電話０５４－３６７－５１８６
④杉山信行
⑤児童０人、小学生１７人、
　中学生３人、高校０人、
　大学・社会人４人

エアロビ柔道
（沼津市柔道連盟）
②沼津市立高等学校柔道場
③〒４１０－００１２
　沼津市岡一色７９２－２
　０５５－９２３－１３５８
④根木谷信一
⑤１０代名、４０代８名、
　５０歳以上１１名、
　年齢不明５１名
　（平成２６年度は一般の
　 登録者は７３名です）

道
場
紹
介

ど
う
じ
ょ
う

し
ょ
う
か
い

県
内
各
地
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
「
道
場
」
を
各
地
区
２
道
場
ず
つ
紹
介
し
ま
す
。

①名称
②住所（練習場所）
③連絡先
④代表者氏名
⑤所属人数
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指
導
理
念
と
し
て
は
、
日
本
伝
統

武
道
で
あ
る
柔
道
の
精
神
を
学
び
、

現
代
人
が
忘
れ
つ
つ
あ
る
日
本
の
心

に
触
れ
、
日
常
の
振
る
舞
い
や
し
ぐ

さ
を
大
切
に
し
、
自
ら
が
積
極
的
に

日
本
人
と
し
て
の
心
の
表
現
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
目
的
と
し
た
柔

道
を
教
え
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

小
中
学
生
と
い
う
人
生
の
価
値
観

に
最
初
に
触
れ
学
ん
で
い
く
こ
の
時

期
に
柔
道
の
教
え
を
通
し
て
、
生
活

習
慣
に
「
柔
道
の
精
神
」
を
取
り
入

れ
る
こ
と
で
、
相
手
を
思
い
や
る
、

ル
ー
ル
を
守
る
、
仲
間
と
力
を
合
わ

せ
る
、
我
慢
す
る
、
目
標
に
向
か
っ

て
努
力
す
る
、
勉
強
や
生
活
態
度
を

し
っ
か
り
す
る
、
素
直
な
心
を
持
つ
、

目
上
の
人
に
対
し
て
の
礼
儀
、
自
分

の
こ
と
を
思
っ
て
く
れ
る
人
の
話
し

さ
を
活
か
し
て
極
め
細
か
い
指
導
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
校
生
や
中

学
生
も
練
習
に
参
加
し
て
、
更
な
る

技
術
向
上
を
計
っ
て
い
ま
す
。
練
習

は
基
本
重
視
の
た
め
、
小
学
生
で
は

思
う
よ
う
な
成
績
は
残
せ
ま
せ
ん
が
、

「
練
習
は
嘘
を
つ
か
な
い
」
の
言
葉

を
胸
に
将
来
に
つ
な
が
る
練
習
を
し

て
い
ま
す
。

　

練
習
は
毎
週
月
・
火
・
水
・
金
曜

日
と
、
隔
週
土
曜
日
の
午
後
七
時
～

午
後
九
時
ま
で
練
習
を
し
て
い
ま
す

の
で
、
元
気
が
あ
り
す
ぎ
る
子
や
少

し
優
し
す
ぎ
る
子
は
一
度
練
習
を
見

に
来
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
柔
道
を

通
し
て
心
と
体
を
鍛
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

⑥
道
場
紹
介

　

平
成
二
十
年
よ
り
有
志
が
集
ま
り

活
動
を
始
め
て
今
年
で
七
年
目
に
な

り
ま
す
。

　

柔
道
の
創
始
者
で
あ
る
嘉
納
治
五

郎
先
生
が
説
い
た
「
精
力
善
用
・
自

他
共
栄
」
の
精
神
を
基
に
、
柔
道
の

基
本
で
あ
る
礼
儀
作
法
、
受
身
、
基

本
動
作
を
主
体
と
し
た
稽
古
を
行
っ

て
い
ま
す
。

を
素
直
に
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
、
と
い
う
こ
と
を
学
ん
で
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

⑥
道
場
紹
介

森
町
柔
道
教
室
と
し
て
昭
和

二
十
八
年
に
発
足
し
、
森
警
察
署
や

公
民
館
等
で
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。

昭
和
五
十
年
に
森
町
中
央
体
育
館
の

完
成
に
伴
い
体
育
協
会
に
加
入
し
、

部
員
を
募
集
し
て
再
ス
タ
ー
ト
を
き

り
ま
し
た
。
以
来
、
中
央
体
育
館
の

柔
道
場
を
拠
点
に
活
動
に
励
ん
で
い

ま
す
。

し
か
し
、
中
央
体
育
館
老
朽
化
の

た
め
取
り
壊
し
が
決
定
し
、
平
成

二
十
六
年
末
か
ら
使
用
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
。
新
体
育
館
が
完
成
す
る

ま
で
の
間
、
遠
江
総
合
高
校
の
武
道

場
を
お
借
り
し
て
練
習
を
続
け
て
い

ま
す
。

現
在
は
毎
週
水
曜
日
と
金
曜
日
の

二
回
、
午
後
七
時
か
ら
九
時
ま
で
稽

古
に
励
ん
で
い
ま
す
。「
礼
儀
正
し

く
、
忍
耐
強
く
、
最
後
ま
で
や
り
ぬ

く
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
柔
道
を
通

し
て
健
全
な
身
体
と
精
神
を
鍛
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
月
に
一
度
程
度
、
近
隣
地

域
の
他
道
場
と
の
合
同
練
習
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
合
同

練
習
で
は
、
い
つ
も
以
上
に
緊
張
感

を
持
ち
、
集
中
し
て
取
組
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

少
子
化
の
影
響
も
あ
り
、
部
員
数

が
な
か
な
か
増
え
な
い
こ
と
が
課
題

で
す
が
、
日
々
精
進
し
て
柔
道
愛
好

者
の
育
成
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑥
道
場
紹
介

柔
心
館
は
浜
松
市
立
江
西
中
学
校

格
技
場
を
お
借
り
し
て
、
平
成
十
一

年
六
月
九
日
に
小
学
生
か
ら
一
般
の

約
二
十
名
で
発
足
し
ま
し
た
。（
当

初
は
「
江
西
柔
友
会
」
と
し
て
発
足

し
平
成
十
七
年
に
改
名
）

現
在
、
柔
心
館
は
小
学
生
・
中
学

生
を
中
心
に
月
曜
日
・
水
曜
日
・
金

曜
日
の
午
後
七
時
～
九
時
ま
で
稽
古

に
励
ん
で
い
ま
す
。

私
達
は
「
心
・
技
・
体
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
保
護
者
や
相
手
に
対
し
て

感
謝
・
思
い
や
り
の
心
を
正
し
い
礼

法
で
表
す
こ
と
を
学
び
、
体
力
向
上

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
病
気
や
怪
我

に
強
い
体
を
作
り
、
正
し
い
受
身
と

体
捌
き
、
そ
し
て
し
っ
か
り
と
技
を

か
け
る
稽
古
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
五
年
に
一
度
、
試
合
で
の

マ
ナ
ー
や
小
学
生
が
行
う
「
投
げ
の

形
」
を
重
要
視
し
た
記
念
柔
道
大
会

を
開
催
し
て
お
り
、
将
来
社
会
に
貢

献
で
き
る
人
材
育
成
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。

錬正館
②静岡県立清水東高等学校
　柔道場
③〒４２４－００４４
　静岡市清水区江尻台町２－２
　０５４－３６５－６３４１
④徳丸明浩
⑤児童５人、小学生２０人、
　中学生１６人、高校生２人、
　社会人２人

森町クラブ
（森町柔道スポーツ少年団）
②森町森・森町中央体育館
③〒４３７－０２１１
　周智郡森町城下６１１
　０５３８－８５－３７３０
④小林好己
⑤児童３人、小学生１１人、
　中学生４人、高校生０人、
　大学・社会人９人

柔心館
②〒４３２－８０４７
　浜松市中区神田町１２３
　浜松市立江西中学校格技場
③〒４３２－８０４７
　浜松市中区神田町１５４
　０５３－４４２－１３８０
④酒井義之
⑤児童１人、小学生１４人、
　中学生９人、高校生４人、
　大学・社会人１８人
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新人選手紹介コーナー

新人選手紹介コーナー

今年度もこのコーナーを継続することができた。全国大会で３位までに入賞した若い選手（高校生以下の選手）を紹介してい
るコーナーで、今年度は９名の選手が該当した。今回はそのうち８名（男子３、女子５名）を紹介することができる。国際大
会で結果を残してくれた選手も多く、今後が期待される。連続して紹介する選手もおり、「新人」ではないかもしれないが順
調に成長している様子が伺われる。

澤

崎

凛 

さ
ん

（
清
水
町
柔
道
会
）

全
日
本
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会

小
学
５
年
生
女
子
40
㎏
超
級
優
勝

　

澤
崎
さ
ん
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
「
父
と
姉
の
影
響
」
と
い
う

こ
と
で
、
柔
道
一
家
の
よ
う
で
す
。

　

今
回
の
優
勝
に
つ
い
て
は
、「
非

常
に
う
れ
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
ま

だ
ま
だ
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

優
勝
で
満
足
す
る
事
な
く
、
来
年
も

優
勝
で
き
る
よ
う
に
毎
回
の
練
習
を

大
事
に
し
て
い
き
た
い
。」
と
浮
か

れ
る
事
無
く
、
来
年
を
見
据
え
て
い

ま
す
。

　

本
人
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
当

然
来
年
の
全
国
大
会
優
勝
（
連
覇
）

が
目
標
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
そ
の
先

に
「
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
優
勝
」
と
大
き
な
夢
を
持
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

指
導
者
か
ら
は
「
今
回
の
結
果
に

満
足
せ
ず
、
将
来
も
っ
と
大
き
な
舞

台
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
成
長
し
て

ほ
し
い
。」
と
エ
ー
ル
を
贈
ら
れ
て

い
ま
す
。

安

竹

真

利

奈 

さ
ん

（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

全
日
本
カ
デ
柔
道
体
重
別
選
手
権
大

会
女
子
63
㎏
級
3
位

　

昨
年
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、
安
竹

さ
ん
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

「
父
が
柔
道
の
先
生
だ
っ
た
た
め
。」

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
回
の
入
賞
に
つ
い
て
は
「
中
学

３
年
の
時
、
東
海
大
会
で
勝
て
な

か
っ
た
相
手
に
こ
の
大
会
で
は
勝
つ

こ
と
が
で
き
た
の
で
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
し
か
し
、
全
国
大
会
の
準
決
勝

で
敗
れ
た
相
手
に
は
全
く
歯
が
立
た

な
か
っ
た
の
で
、
納
得
は
い
き
ま
せ

ん
で
し
た
」
と
成
長
と
課
題
を
感
じ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

今
後
の
夢
は
「
今
ま
で
以
上
に
努

力
し
て
、
技
や
ス
ピ
ー
ド
・
パ
ワ
ー

を
身
に
つ
け
日
本
一
に
な
り
た
い
。」

と
今
回
果
せ
な
か
っ
た
「
日
本
一
」

の
夢
を
か
な
え
た
い
と
い
う
強
い
意

志
を
見
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

指
導
者
さ
れ
て
い
る
古
内
コ
ー
チ

か
ら
は
「
中
学
生
の
時
に
全
国
３
位

と
い
う
結
果
で
、
カ
デ
に
出
場
す
る

水

野

瑚

春 

さ
ん

（
藤
枝
順
心
高
校
）

全
日
本
カ
デ
柔
道
体
重
別
選
手
権
大

会
女
子
63
㎏
級
3
位

　

水
野
さ
ん
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
「
友
人
に
誘
わ
れ
て
始
め
ま

し
た
。」
と
い
う
こ
と
で
、
本
当
に

良
く
あ
る
ケ
ー
ス
で
す
。

　

今
回
の
入
賞
に
つ
い
て
は
、「
試

合
の
内
容
が
悪
く
、
自
分
の
力
が
出

せ
な
く
て
悔
し
か
っ
た
で
す
。」
と

い
う
こ
と
で
、
満
足
し
て
い
な
い
よ

う
で
す
。

　

今
後
の
目
標
は
「
日
本
一
に
な
る

こ
と
。」
と
力
強
く
語
っ
て
い
ま
す
。

鈴

木

茉

莉 

さ
ん

（
藤
枝
順
心
高
校
）

全
日
本
カ
デ
柔
道
体
重
別
選
手
権
大

会
女
子
44
㎏
級
優
勝

　

鈴
木
さ
ん
は
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
常

連
で
、
昨
年
は
世
界
で
も
活
躍
し
て

い
ま
す
。
昨
年
紹
介
し
ま
し
た
が
、

鈴
木
さ
ん
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
「
兄
が
や
っ
て
い
た
か
ら
。」

と
い
う
、
ご
く
普
通
の
理
由
で
す
。

　

今
回
の
優
勝
に
つ
い
て
は
「
良
い

試
合
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

の
で
悔
し
か
っ
た
。」
と
試
合
結
果

で
は
な
く
、
試
合
の
内
容
を
厳
し
く

見
つ
め
て
い
ま
す
。

今
後
の
夢
は
、「
日
本
一
に
な
る
こ

と
。」
自
分
の
足
元
を
し
っ
か
り
見

つ
め
て
い
ま
す
。

権
利
を
自
ら
の
手
で
掴
み
取
り
、
次

の
ス
テ
ー
ジ
で
戦
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
結
果
と
し
て
は
３
位
で
し
た

が
、
今
の
力
が
試
さ
れ
た
良
い
試
合

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
次
は
ジ
ュ
ニ

ア
と
い
う
ス
テ
ー
ジ
で
戦
っ
て
い
け

る
よ
う
毎
日
精
進
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。」
と
暖
か
い
言
葉
を
贈
ら

れ
て
い
ま
す
。
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谷

川

美

歩 

さ
ん

（
藤
枝
順
心
高
校
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
柔
道

競
技
女
子
57
㎏
級
優
勝

　

谷
川
さ
ん
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
、「
兄
と
姉
の
練
習
に
一
緒

に
付
い
て
行
っ
た
ら
、
道
場
の
先
生

に
誘
わ
れ
て
始
め
ま
し
た
。」
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

今
回
の
優
勝
に
つ
い
て
は
、「
優

勝
し
た
時
は
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

で
す
。」
と
素
直
に
喜
び
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
夢
は
、「
試
合
や
練
習
で

見
つ
か
っ
た
課
題
を
一
つ
で
も
多
く

克
服
し
て
い
き
、
世
界
で
勝
て
る
よ

う
な
強
い
選
手
に
な
り
た
い
で
す
。」

と
控
え
め
で
す
が
力
強
く
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

大

橋

海

斗
さ
ん

（
三
島
市
立
錦
田
中
学
校
）

全
国
中
学
校
体
育
大
会
柔
道
競
技
男

子
90
㎏
級
3
位

　

大
橋
君
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
、「
親
の
知
人
に
勧
め
ら
れ
た
か

ら
」
と
い
う
こ
と
で
、
知
人
に
『
見

る
目
』
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
結
果
に
つ
い
て
は
、「
今
回

の
大
会
が
終
わ
り
３
位
と
い
う
結
果

で
し
た
が
、
決
し
て
満
足
の
い
く
結

果
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
３
位
は
次
に
つ
な
が
る
３
位

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
全
国
の
強
豪
と

戦
い
準
決
勝
で
優
勝
者
と
試
合
す
る

こ
と
が
で
き
、
自
分
の
新
た
な
課
題

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
良

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。」
と
、
冷
静

に
克
前
向
き
に
分
析
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、「
中
学
で
取
れ

な
か
っ
た
日
本
一
を
目
指
し
、
高
校
で

精
進
し
て
い
き
ま
す
。」
力
強
く
決

意
を
語
って
く
れ
ま
し
た
。

　

柔
道
部
の
顧
問
、
三
枝
先
生
か
ら

は
、「
大
橋
君
は
天
才
と
い
う
よ
り
、

努
力
の
天
才
で
す
。
中
学
校
の
部
活

佐

野

安

大
さ
ん

（
静
岡
学
園
高
校
）

全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会　

男
子
81
㎏
級
３
位

　

佐
野
君
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
、「
兄
が
柔
道
を
し
て
い
た
の
で
、

そ
の
影
響
で
柔
道
を
習
い
始
め
ま
し

た
。」
と
い
う
こ
と
で
、
や
は
り
兄
弟

の
影
響
で
す
。

　

今
回
の
入
賞
に
関
し
て
は
、「
全
国
３

位
に
入
賞
で
き
た
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
で

す
が
、
優
勝
者
に
完
敗
し
た
こ
と
で
自

分
の
力
の
無
さ
を
感
じ
悔
し
かった
」
と
、

喜
び
よ
り
も
、
悔
し
さ
の
方
が
勝
って
い

動
で
は
部
長
と
し
て
23
人
の
部
員
を

ま
と
め
、
本
当
に
よ
く
が
ん
ば
り
ま

し
た
。
部
活
動
が
終
わ
る
と
道
場
の

練
習
へ
、
更
に
兄
が
通
う
高
校
へ
も
出

稽
古
に
行
き
ま
し
た
。
練
習
で
は
決

し
て
手
を
抜
か
ず
、
誰
よ
り
も
真
剣

に
取
り
組
む
姿
勢
が
彼
を
強
く
し
て

い
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
２
０
２
０

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。」

と
期
待
の
言
葉
を
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

る
よ
う
で
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、「
大
学
で
、
再

び
全
国
大
会
に
出
場
し
、
今
度
こ
そ

日
本
一に
な
り
た
い
。」
と
大
き
な
目

標
を
持
って
い
ま
す
。

　

渡
邉
柔
道
部
顧
問
か
ら
は
、「
柔

道
に
対
し
て
情
熱
は
強
く
、
何
事
に

も
最
後
ま
で
や
り
抜
く
こ
と
が
で
き

る
生
徒
で
す
。
け
っ
し
て
柔
道
の
セ
ン

ス
が
高
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
努
力
す

る
こ
と
で
補
っ
て
い
る
。
文
武
両
道
を

貫
い
て
い
る
生
徒
で
あ
り
、
静
岡
学
園

の
中
学
校
に
入
学
し
て
以
来
六
年
間

常
に
ク
ラ
ス
で
も
ト
ッ
プ
を
維
持
し
て

い
る
。
今
後
も
柔
道
を
続
く
け
て
い

く
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
目
標
で
あ
る
『
日

本
一
』
を
達
成
し
て
欲
し
い
。」
と
大

き
な
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

山

田

知

輝
さ
ん

（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
柔
道

競
技
男
子
81
㎏
級
３
位

　

山
田
君
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
「
兄
が
最
初
に
や
っ
て
い
て
、

道
場
に
親
と
姉
と
自
分
で
見
に
行
っ

た
と
き
に
、
親
に
勧
め
ら
れ
て
柔
道

を
始
め
た
。」
と
い
う
、
良
く
あ
る

ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、
本
当
に
始
め
て

よ
か
っ
た
と
思
う
。

　

今
回
の
全
国
大
会
入
賞
に
関
し
て

は
、「
個
人
戦
で
初
め
て
全
国
大
会

に
出
場
で
き
た
。
最
終
学
年
で
も
あ

る
の
で
、
絶
対
に
優
勝
す
る
と
い
う

気
持
ち
で
大
会
に
臨
ん
だ
。
し
か
し
、

結
果
は
３
位
だ
っ
た
。
優
勝
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
全
国
大
会

で
３
位
に
入
賞
で
き
た
こ
と
は
す
ご

く
う
れ
し
い
で
す
。」
と
素
直
に
喜

び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
大
学
に
進
学
し
、
柔
道
を

続
け
大
学
で
は
日
本
一
に
な
る
と
い

う
目
標
を
持
っ
て
お
り
、
さ
ら
に

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
場
し
優
勝
す
る
と
い
う
大
き
な

夢
も
持
っ
て
い
る
。
夢
の
実
現
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

　

古
内
コ
ー
チ
か
ら
は
、「
チ
ー
ム

の
エ
ー
ス
と
し
て
成
長
し
て
き
て
、

県
で
優
勝
し
た
と
き
に
は
う
ま
く
い

け
ば
も
し
か
し
た
ら
（
全
国
で
勝
て

る
）
と
は
感
じ
て
い
ま
し
た
。
結
果

は
３
位
入
賞
で
し
た
が
、
本
人
に

と
っ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
こ
か
ら
が
本
当
の
勝
負
、

大
学
に
進
学
し
て
も
っ
と
も
っ
と
強

く
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。」
と
山
田
君
に
エ
ー
ル
を

贈
ら
れ
て
い
ま
す
。



第 18 号（12） 平成 27 年３月１日 柔道しずおか

池
上
耐
事　

八
段

　

中
部
地
区
で
永
年
活
躍
さ
れ
た
池

上
耐
事
八
段
は
、
平
成
二
十
六
年

十
月
二
十
一
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

七
十
九
歳
で
し
た
。
先
生
は
東
海
大

学
第
一
中
学
校
を
卒
業
後
、
静
岡
県

立
静
岡
工
業
高
等
学
校
へ
入
学
。
こ

の
頃
か
ら
柔
道
を
習
い
始
め
初
段
、

二
段
、
三
段
と
一
年
間
隔
で
昇
段
、

静
岡
刑
務
所
刑
務
官
、
そ
の
後
日
本

鋼
管
株
式
会
社
清
水
製
作
所
に
勤
務

さ
れ
、
全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会
へ

は
四
回
出
場
し
東
京
体
育
館
を
沸
か

せ
ま
し
た
。
国
民
体
育
大
会
に
も
鎌

倉
国
体
か
ら
岐
阜
国
体
ま
で
十
回
出

場
し
、
こ
の
間
ア
ジ
ア
大
会
、
全
日

本
東
西
対
抗
な
ど
に
も
出
場
、
静
岡

に
池
上
あ
り
と
名
を
轟
か
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
優
秀
選
手
賞
や
功
労
賞
を
日

本
体
育
協
会
、
静
岡
県
知
事
、
静
岡

県
柔
道
協
会
、
全
日
本
実
業
柔
道
連

盟
、
全
国
造
船
工
業
会
等
か
ら
受
賞

さ
れ
、
そ
し
て
静
岡
県
柔
道
協
会
理

事
、
旧
清
水
市
体
育
協
会
常
任
理
事
、

東
海
柔
道
連
合
会
評
議
員
な
ど
の
要

職
を
務
め
ま
し
た
。
合
気
道
に
も
精

通
さ
れ
、
養
神
館
合
気
道
五
段
の
腕

前
で
し
た
。

　

先
生
の
ご
冥
福
を
祈
り
、
我
々
一

丸
と
な
っ
て
中
部
地
区
の
柔
道
発
展

を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

合
掌

（
静
岡
県
柔
道
協
会
中
部
地
区
幹
事
長

　

田
中
秀
幸
）

山
之
内
良
彦　

六
段　

　

裾
野
柔
道
協
会
会
長
、
講
道
館
柔

道
六
段
山
之
内
良
彦
先
生
が
去
る

平
成
二
十
六
年
十
月
十
日
、
享
年

七
十
三
歳
を
も
っ
て
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。

　

山
之
内
先
生
は
、
長
崎
県
の
生
ま

れ
で
十
三
歳
で
柔
道
を
始
め
ら
れ
、

長
崎
県
立
佐
世
保
商
業
高
校
時
代
は

柔
道
部
に
入
部
し
、
常
に
県
大
会
出

場
を
果
さ
れ
、
昭
和
三
十
四
年
柔
道

特
待
生
と
し
て
大
阪
の
三
菱
電
機
株

式
会
社
に
就
職
し
、
実
業
団
の
柔
道

で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭

和
三
十
七
年
よ
り
裾
野
に
住
居
を
移

し
、
裾
野
柔
道
協
会
の
選
手
並
び
に

役
員
と
し
て
、
県
柔
道
祭
で
は
三
位

三
回
、
県
ス
ポ
ー
ツ
祭
で
は
優
勝
二

回
、
準
優
勝
、
三
位
各
一
回
、
東
部

柔
道
祭
で
は
優
勝
、
準
優
勝
各
一
回
、

三
位
二
回
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績

を
残
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
団
体
戦
の

選
手
と
し
て
活
躍
す
る
だ
け
で
な
く
、

柔
道
の
普
及
や
青
少
年
の
育
成
に
ご

尽
力
さ
れ
、
現
在
ま
で
裾
野
柔
道
協

会
会
長
と
し
て
の
重
責
を
果
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
四
十
年
よ
り
東
部
地

区
役
員
と
し
て
四
十
九
年
間
に
亘
り
、

数
多
く
の
大
会
に
お
い
て
審
判
な
ど

を
務
め
ら
れ
大
会
運
営
に
も
積
極
的

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十
四

年
か
ら
は
参
与
と
し
て
多
く
の
方
々

の
信
望
を
集
め
て
お
り
ま
し
た
。

　

柔
道
関
係
者
は
も
と
よ
り
、
多
く

の
方
々
か
ら
慕
わ
れ
て
い
た
先
生
の
ご

冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

合
掌

今
富
孝
憲

訃
　
報

問
に
報
告
し
対
応
を
学
校
に
任

せ
、
な
お
か
つ
委
員
会
で
指
導

内
容
を
決
定
す
る
。

４
大
会
等
で
見
聞
き
し
た
場
合
に

は
、副
委
員
長（
理
事
長・道
場
連

盟
会
長
）が
種
別（
小・中・高・大
）

の
協
力
を
得
て
事
情
聴
取
す
る
。

※
た
だ
し
、
以
上
１
～
４
の
い
ず
れ
も

処
分
を
行
っ
た
場
合
、
全
柔
連
報

告
書
に
記
載
し
、
全
柔
連
お
よ
び

通
報
者
に
連
絡
す
る
。

Ⅴ
周
知
の
方
法

１
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
掲
載
し
、
開

会
式
で
説
明
す
る
。（
保
護
者

に
周
知
す
る
）

２
手
引
書
に
掲
載

３
柔
道
し
ず
お
か
に
掲
載

４
そ
の
他

　

静
岡
県
柔
道
協
会
に
と
っ
て
平
成

26
年
度
は
重
要
な
年
に
な
っ
た
と
思

う
。
野
田
新
会
長
が
就
任
し
、
新
し

い
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
、
多
方
面
で

機
構
改
革
を
行
っ
て
い
る
。
柔
道
人

口
減
少
、
柔
道
指
導
者
の
暴
力
問
題
、

柔
道
事
故
の
問
題
と
、
全
国
的
に
大

き
な
問
題
が
続
く
柔
道
界
を
地
方
か

ら
ど
う
立
て
直
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
か
、
静
岡
県
の
新
し
い
取
組
が

始
ま
っ
た
。
静
岡
県
の
柔
道
関
係
者

全
員
で
力
を
合
わ
せ
て
嘉
納
治
五
郎

先
生
の
柔
道
を
発
展
さ
せ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

「
暴
力
の
根
絶
」
に
つ
い
て
の
静
岡
県

柔
道
協
会
の
対
応

Ⅰ
組
織

暴
力
根
絶
委
員
会
（
専
門
委
員
会

と
し
て
）
を
設
置
す
る

Ⅱ
委
員
会
の
構
成

１
委
員
会
の
構
成
14
名

委
員
長
1
名　

県
柔
道
協
会
会
長

副
委
員
長
2
名　

県
柔
道
協
会
理
事
長

県
少
年
柔
道
連
絡
協
議
会
会
長

委
員
11
名　

県
柔
道
協
会
幹
事
長
３

事
務
局
長　

県
少
年
柔
道
連
絡
協

議
会
地
区
役
員
３　

女
性
代
表　

中
学
代
表　

高
校
代
表　

大
学
代
表

※
幹
事
長
・
道
場
連
盟
役
員
・
女
性

代
表
・
学
校
代
表
は
該
当
地
区
や

女
性
問
題
・
種
別
に
係
る
場
合
だ

け
協
議
に
加
わ
る
。
な
お
、
重
大

な
事
案
が
発
生
し
た
場
合
は
原
則

と
し
て
14
名
全
員
で
協
議
を
行
い
、

全
柔
連
に
報
告
す
る
。

Ⅲ
窓
口
（
4
箇
所
）

幹
事
長
宅
（
3
箇
所
）
事
務
局
長
宅

Ⅳ
対
応

１
窓
口
に
通
報
が
あ
っ
た
場
合
は

（
１
）「
通
報
者
の
状
況
調
査
書
」

に
よ
り
事
情
聴
取
す
る
。

（
２
）
全
て
副
委
員
長
（
理
事
長
）

に
報
告
し
、
状
況
に
よ
り
委

員
会
の
開
催
を
依
頼
す
る
。

２
中
学
・
高
校
・
大
学
の
教
員
が

該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
学

校
の
管
理
職
に
報
告
し
指
導
を

任
せ
る
。

３
部
活
動
等
の
外
部
指
導
者
が
該

当
す
る
場
合
に
は
、
部
活
動
顧

編

集

後

記

１　指導に当たっては、暴力行為・パワハラ行為は一切行って
はならない。

２　日頃から危機管理に留意し、事故・怪我等が発生した場合
には最善かつ適切な処置をする。

３　家庭との連絡を定期的に行い、子どもや生徒の健康状態等
の把握に努める。

４　柔道の素晴らしい伝統文化を伝えるため、常に修養と研鑽
を怠らない。

平成 25 年 4 月21日静岡県柔道協会

静岡県柔道協会指導者心得


